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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )4

川
の
思
い
出
を
絵
手
紙
に

 

西
中
の
３
人
入
賞
に
輝
く

の
主
会
場
に
な
る
。
彦
根
市
が
昨

年
秋
に
連
絡
橋
の
名
称
を
公
募
し

た
と
こ
ろ
、
１
５
５
点
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
う
ち
城
北
小
６
年
（
当

時
）
、
北
村
佑
樹
さ
ん
の
提
案
が

選
ば
れ
た
。
北
村
さ
ん
は
父
親
か

ら
「
地
元
に
昔
、
百
間
橋
と
い
う

長
い
橋
が
あ
っ
た
」
と
聞
き
、
こ

の
名
称
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
。

　

同
市
は
選
考
理
由
と
し
て
①
彦

根
城
北
側
と
い
う
地
理
的
場
所
を

示
し
て
い
る
②
戦
国
武
将
・
石
田

三
成
が
付
近
に
「
百
間
橋
」
を
造

っ
た
伝
承
が
あ
る
③
ス
ポ
ー
ツ
公

園
陸
上
競
技
場
（
平
和
堂
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム
）
か
ら
金
亀
公
園

ま
で
の
距
離
が
約
１
８
０
㍍
（
百

間
）―

―

な
ど
を
挙
げ
た
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

野 鳥 の 表 情 と ら え た ！
 写 真 コ ン 金 賞 に 奥 野 さ ん

名 称 は 「 城 北 百 間 橋 」
 ２ 公 園 を 結 ぶ 連 絡 橋

「
家
康
と
近
江
」
を
知
る
一
冊

 

大
河
ド
ラ
マ
を
楽
し
ん
で

　

近
江
か
ら
の
視
点
に
こ
だ
わ
っ

て
徳
川
家
康
の
生
涯
を
追
っ
た

「
１
時
間
で
わ
か
る
家
康
と
近
江
」

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）
が
出
版
さ

れ
た
。

　

著
者
は
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考

証
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
淡
海
歴

史
文
化
研
究
所
の
太
田
浩
司
所
長
。

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど

う
す
る
家
康
」
を
楽
し
む
上
で
、

ド
ラ
マ
の
概
要
が
容
易
に
理
解
で

き
る
テ
キ
ス
ト
に
な
る
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
た
と
い
う
。

　

序
、
終
章
を
含
め
全
６
章
。
越

ん
の
「
語
ら
い
」
が
選
ば
れ
た
。

他
に
風
間
一
範
さ
ん
（
長
浜
市
）、

古
川
博
さ
ん
（
同
）
ら
の
５
点
が

入
選
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】金賞に輝いた奥野宏樹さんの作品「もらったぜ‼」

　

「
川
遊
び
〜
川
で
の
思
い
出
・

川
へ
の
思
い
〜
」
を
テ
ー
マ
に
国

土
交
通
省
が
募
集
し
た
２
０
２
２

佐
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
富
士
山
の

よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
背
景
に
花

火
が
上
が
り
、
川
沿
い
の
夜
景
に

映
え
て
い
る
。
高
橋
さ
ん
は
地
平

線
の
太
陽
と
鉄
橋
、
指
に
止
ま
っ

た
ト
ン
ボ
を
組
み
合
わ
せ
「
こ
の

一
瞬
を
こ
の
ま
ま
で
」
と
思
い
を

記
し
た
。

　

河
川
愛
護
月
間
（
７
月
）
に
合

わ
せ
未
就
学
児
か
ら
一
般
ま
で
を

対
象
に
募
集
。
全
国
か
ら
７
２
６

点
が
寄
せ
ら
れ
、
20
点
の
入
賞
が

決
ま
っ
た
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
彦

根
市
松
原
町
）
と
金
亀
公
園
（
同

市
金
亀
町
）
を
結
ぶ
連
絡
橋
の
名

称
が
「
城
北
百
間
橋
（
じ
ょ
う
ほ

く
ひ
ゃ
っ
け
ん
ば
し
）
」
に
決
ま

っ
た
。

　

両
公
園
は
２
０
２
３
年
度
に
整

備
が
終
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
25
年
度
）

HATO スタジアム（上）から金亀公
園への「城北百間橋」＝彦根市提供

前
敦
賀
攻
め
か
ら
姉
川
合
戦
へ
▽

徳
川
家
康
と
国
友
鉄
炮
▽
「
神
君

伊
賀
越
え
」
を
め
ぐ
っ
て
▽
関
ケ

原
合
戦
と
徳
川
家
康―

―

な
ど
の

章
立
て
で
、
近
江
の
史

実
と
家
康
の
生
涯
を
関

連
づ
け
て
紹
介
し
て
い

る
。

　

本
文
で
扱
え
な
か
っ

た
小
谷
城
跡
に
建
つ
徳

川
家
達
題
字
石
碑
や
甲

賀
市
水
口
町
の
大
徳
寺

に
あ
る
家
康
腰
掛
石
な

ど
は
コ
ラ
ム
で
紹
介
し

年
度
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
彦

根
市
立
西
中
２
年
（
当
時
）
の
３

人
が
入
賞
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に

　
　
　
　

次
ぐ
優
秀
賞
に
青
山
ひ

　
　
　
　

よ
り
さ
ん
と
佐
藤
な
な

　
　
　
　

子
さ
ん
が
、
優
良
賞
に

　
　
　
　

高
橋
優
月
さ
ん
が
そ
れ

　
　
　
　

ぞ
れ
輝
い
た
。

　
　
　
　
　

青
山
さ
ん
は
清
流
で

　
　
　
　

女
の
子
ら
が
遊
ぶ
様
子

　
　
　
　

を
描
き
、
「
川
の
せ
せ

　
　
　
　

ら
ぎ
み
ん
な
の
笑
顔
」

　
　
　
　

「
楽
し
い
お
も
い
で
」

　
　
　
　

と
緑
の
文
字
を
添
え
た
。

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た（
上
か
ら
）青
山
ひ
よ
り
さ
ん
、

佐
藤
な
な
子
さ
ん
の
作
品
　
＝
国
交
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

出

版

さ

れ

た

「

１

時

間

で

わ

か

る

家

康

と

近

江

」

の

表

紙

て
い
る
。
Ａ
５
判
。
80
㌻
。
２
２

０
０
円
。
全
国
の
書
店
、
ネ
ッ
ト

で
販
売
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

県
内
外
か
ら
１
３
２
点
の
応
募

が
あ
っ
た
「
な
が
は
ま
野
鳥
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
（
湖
北
野
鳥
セ
ン

タ
ー
主
催
）
の
審
査
結
果
が
発
表

さ
れ
、
福
井
県
越
前
市
の
奥
野
宏

樹
さ
ん
の
作
品
「
も
ら
っ
た
ぜ

‼
」
が
金
賞
に
輝
い
た
。

　

奥
野
さ
ん
は
昨
年
12
月
７
日

に
長
浜
市
湖
北
町
で
魚
を
取
っ

た
瞬
間
の
ミ
サ
ゴ
と
そ
れ
を
狙

う
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
を
撮
影
。
審

査
員
か
ら
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
を
見
事
に
と
ら
え
て
い
る
。

２
羽
の
鳥
の
表
情
が
よ
く
、
し

ぶ
き
を
含
め
た
構
図
も
素
晴
ら

し
い
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　

銀
賞
に
岐
阜
県
大
垣
市
の
安

田
弘
さ
ん
の
「
歓
喜
の
出
会
い
」

銅
賞
に
守
山
市
の
藤
原
厚
士
さ


